
 
海外派遣留学生  

留学報告書 

オーストリア・ウィーン大学 

 

 

[1] 参加した語学コースの時間数／科目名（受講科目・複数可） 

・授業時間数：14 回 

・科 目 名：A1/1 Februar Intensivkurs Deutsch am Campus  

 

        

[2] 授業内容について教えてください。 

（クラス人数、国籍割合、担当の先生、授業方法、使用教材等） 

クラスは 10 人ぐらいの生徒が在籍し、国籍は 9 割がヨーロッパ圏を占め、残りがその他の地域で

あり日本人は私一人であった。担当教師はドイツ語話者の地元オーストリア人であった。授業は教

科書をベースに進められ、その中で隣の人、または 3 人でグループで会話を行ったり、問題を解

いたりすることが多かった。 

 

[3] 課外活動・研修旅行・余暇の過ごし方について教えてください。 

休暇の土日については、土曜日はウィーン市内の観光をし、日曜日は 1 週間の復習に当てていた。 

 

[4] 派遣先でよく使った施設について教えてください。（図書館、学生会館、スポーツ施設等） 

とくになし  

 

[5] 宿舎（寮やホームステイ）での生活について教えてください。 

部屋：１部屋 ２ 人で使用 

  様子：寮が空いておらず３週間ホテルで暮らした。食事はなかったため外食をしたり、買ってきてホテル

で食事を取っていた。 

学部学科・研究科専攻 文学部歴史学科西洋史専攻 留学時学年 ３年 

留 学 先 国 オーストリア 大学/機関 ウィーン大学 

期   間 

２０25 年 2 月 2 日 ～ ２０25 年 2 月 23 日 

短期 計 1 ヶ月 

時 間 月 火 水 木 金 土 日 

14 時 15 分〜17 時半 ○ ○ ○ ○ ○ free free 



 
[6] 留学中に楽しかったこと、苦労したことを教えてください。 

 楽しかったこと：クラスメイトとコミュニケーションをとったりすることや、観光が楽しかった。また

授業の難易度もそれほど高くなくついていくことができ、授業内でのクラスメイトとの共同作業も楽し

かった。 

 苦労したこと：英語があまりできるわけではなかったので、コミュニケーションをとることに関しては、

たのしさもあったが同時に苦労もした。あと、異国の地であったため慣れるまでは食事に関しても何を

食べればいいのかが分からず苦労した。 

 

 

[7] 留学の成果について教えてください 

1) 語学力の向上：大幅な上昇があったわけではなかったが、英語、ドイツ語に耳が慣れたことでリスニン

グ能力は特に上がった。 

2) 専門知識の向上：語学留学であったためとくになし 

3) 自己成長など 

ウィーンに着いてから頼れる大人がみじかにいなかったため対応力が上がり、また初対面の海外の人と

もはなすことは多くあり、度胸がついた。 

 

 

[8] 来年度に留学を希望する学生へのアドバイスをお願いします！ 

留学を迷っているのであれば絶対行ってみればいいと思います。 

 

 

[9] 留学に関する費用の総額について内訳を教えてください。 

項目※詳しく記入して下さい 金額（当時の日本円） 

渡航費（旅行会社に支払った経費） 約 60 万円 

授業料以外の諸経費（教材費・課外活動・保険料等） 約４０００円 

私生活における諸経費（食費・交通費・洗濯費等） 約 11 万円 

現地からの奨学金がある場合  

お土産代や個人的な買い物 約 2 万円 

その他（   ）  

留学に関する費用の総額 約 74 万円 

 

 

 

 

 

 

 


